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「つみたて投資枠」対象ファンド一覧

※ご注意いただきたいこと
本資料は投資判断の参考となる情報提供のみを目的として作成されたもので、投資勧誘を目的としたものではありません。
投資の最終決定はお客様ご自身でなさるようお願いします。当資料は信頼できると思われる各種データに基づいて作成されていますが、
その正確性・完全性を保証するものではありません。万一、本情報に基づいてお客様が被害を被ったとしても当社および情報発信元は
一切その責任を負うものではありません。



アイザワ証券 新NISA「つみたて投資枠」対象ファンド一覧

対象資産 銘柄名 運用会社
信託報酬

（年率,税込）（％）

信託財産
 留保額

（％）
決算頻度

たわらノーロード　日経225 AMOne 0.143% なし 年1回

たわらノーロード　TOPIX AMOne 0.187% なし 年1回

SMT JPX日経インデックス400・オープン
三井住友

TAM
0.407% なし 年2回

eMAXIS Slim 米国株式（S&P500）
*ブルートレード口座専用

三菱UFJ
AM

最大0.0814% なし 年1回

eMAXIS Slim 先進国株式インデックス
*ブルートレード口座専用

三菱UFJ
AM

最大0.09889% なし 年1回

eMAXIS Slim 全世界株式（除く日本）
*ブルートレード口座専用

三菱UFJ
AM

最大0.05775% なし 年1回

たわらノーロード　先進国株式 AMOne 0.09889% なし 年1回

たわらノーロード　先進国株式＜為替ヘッジあり＞ AMOne 0.22% なし 年1回

たわらノーロード　新興国株式 AMOne 0.1859% 0.3% 年1回

iFree  S&P500インデックス 大和AM 0.198% なし 年1回

ｉＦｒｅｅＮＥＸＴ　ＮＡＳＤＡＱ１００インデックス 大和AM 0.495% なし 年1回

ｉＦｒｅｅＮＥＸＴ　ＦＡＮＧ＋インデックス 大和AM 0.7755% なし 年1回

フィデリティ・米国優良株・ファンド
フィデリティ

投信
1.639% なし 年1回

フィデリティ・欧州株・ファンド
フィデリティ

投信
1.650% なし 年1回

eMAXIS Slim 全世界株式（オール・カントリー）
*ブルートレード口座専用

三菱UFJ
AM

最大0.05775% なし 年1回

たわらノーロード　バランス（8資産均等型） AMOne 0.143% なし 年1回

たわらノーロード　全世界株式 AMOne 0.10989% なし 年1回

グローバル・ハイクオリティ成長株式ファンド
（為替ヘッジなし）

AMOne 1.65% なし 年1回

世界経済インデックスファンド
三井住友

TAM
0.55% 0.1% 年1回

コモンズ30ファンド
コモンズ

投信
最大1.078% なし 年1回

キャピタル世界株式ファンド（DC年金つみたて専用）
キャピタル
・インター
ナショナル

1.085% なし 年1回

特徴

国内

主要投資対象は日本の株式｡原則として日経平均株価(日経225)採用銘柄の中から200銘柄以上に等株数投資｡
日経平均株価(日経225)への連動性を高めるため､有価証券先物取引等を活用する場合がある｡株式の組入比率は高位を保つ｡

｢JPX日経ｲﾝﾃﾞｯｸｽ400 ﾏｻﾞｰﾌｧﾝﾄﾞ｣への投資を通じて、主として国内の金融商品取引所等に上場されている株式へ投資し、
JPX日経ｲﾝﾃﾞｯｸｽ400(配当込み)に連動する投資成果を目指す。

主として国内の金融商品取引所に上場している株式に実質的に投資する｡東証株価指数(TOPIX)(配当込み)に連動する
投資成果をめざして運用を行う。同指数への連動性を高めるため、有価証券先物取引等を活用する場合がある｡

*ブルートレード口座専用ファンドは、お客様ご自身でインターネットよりお申込みください。

海外

主として、複数のマザーファンドを通じて国内外の株式に実質的に投資し、｢MSCIオール・カントリー・ワールド・インデックス
(円換算ベース、配当込み、為替ヘッジなし)｣に連動する投資成果を目指し運用を行う。同指数への連動性を高めるため、
有価証券先物取引等を活用する場合がある。原則として､為替ヘッジは行わない｡

主として海外の株式に実質的に投資し､MSCIコクサイ･インデックス(円換算ベース､配当込み､為替ヘッジあり)に連動する
投資成果をめざす｡インデックスへの連動性を高めるため､有価証券先物取引等を活用する場合がある｡
実質外貨建資産については､原則として対円での為替フルヘッジを行う｡

｢S&P500ｲﾝﾃﾞｯｸｽﾏｻﾞｰﾌｧﾝﾄﾞ｣への投資を通じて、主として対象ｲﾝﾃﾞｯｸｽに採用されている米国の株式に投資を行い、
信託財産の1口当たりの純資産額の変動率を対象ｲﾝﾃﾞｯｸｽの変動率に一致させることを目的とした運用を行う。
原則として、為替ﾍｯｼﾞは行わない。

米国の株式に投資し、NASDAQ100指数（円ベース）の動きに連動した投資成果を目指す。NASDAQ100指数を構成する
銘柄に投資する。

米国上場企業の株式に投資し、NYSE FANG+指数（円ベース）の動きに連動した投資成果を目指す。原則として、
NYSE FANG+指数を構成する全銘柄に投資する。

主としてマザーファンドへの投資を通じて、実質的に国内外の株式、公社債および不動産投資信託証券に投資する。
各マザーファンドは、各資産クラスの代表的な指数に連動した投資成果をめざす。各資産クラスへの配分比率は、均等を目標とする。
時価変動等により、資産配分比率が均等比率から一定以上乖離した場合にはリバランスする。原則として､為替ヘッジは行わない｡

海外の株式に投資を行い､MSCIエマージング･マーケット･インデックス(円換算ベース､配当込み､為替ヘッジなし)の動きを
概ね捉える投資成果をめざす｡原則として､為替ヘッジは行わない｡

主として、マザーファンドの受益証券を通じて、米国の株式(DR(預託証券)を含む)に投資し、投資成果をS&P500指数(円ベース)
の動きに連動させることを目指して運用を行う。運用の効率化を図るため、米国株式の指数との連動をめざすETF、米国株式の指数
との連動をめざす株価指数先物取引を利用することがある。原則として､為替ヘッジは行わない｡

米国の取引所に上場(これに準ずるものを含む)されている株式を主要な投資対象とし、個別企業分析により、
国際的な優良企業や将来の優良企業に投資を行う。実質組入外貨建資産については、原則として為替ヘッジは行わない。
ベンチマークはS&P500(税引前配当金込/円ベース)｡

主として｢外国株式ｲﾝﾃﾞｯｸｽﾏｻﾞｰﾌｧﾝﾄﾞ｣および｢新興国株式ｲﾝﾃﾞｯｸｽﾏｻﾞｰﾌｧﾝﾄﾞ｣への投資を通じて、日本を除く先進国および
新興国の株式等(DR(預託証書)を含む)に実質的に投資し、MSCI ｵｰﾙ･ｶﾝﾄﾘｰ･ﾜｰﾙﾄﾞ･ｲﾝﾃﾞｯｸｽ(除く日本、配当込み、円換算
ﾍﾞｰｽ)と連動する投資成果を目指して運用を行う。実質組入外貨建資産については、原則として為替ﾍｯｼﾞは行わない。

｢外国株式ｲﾝﾃﾞｯｸｽﾏｻﾞｰﾌｧﾝﾄﾞ｣通じて、主として日本を除く世界各国の株式に投資を行い、MSCIｺｸｻｲ･ｲﾝﾃﾞｯｸｽ(配当込み、
円換算ﾍﾞｰｽ)と連動する投資成果をめざす。対象ｲﾝﾃﾞｯｸｽとの連動を維持するため、先物取引等を利用し株式の実質投資比率が
100%を超える場合がある。実質外貨建資産については、原則として、為替ﾍｯｼﾞは行わない。

マザーファンドを通じて、主に英国及び欧州大陸の取引所に上場されている株式に投資する。欧州および世界の主要拠点の
アナリストによる企業調査結果を活用、現地ポートフォリオマネジャーによる｢ボトムアップ・アプローチ｣を重視した運用を行う。
原則として、為替ヘッジは行わない。ベンチマークは、MSCIヨーロッパ・インデックス(税引前配当金込/円ベース)。

内外

◎お取引の際は、投資信託説明書（交付目論見書）等をよくお読みください。 （2025年9月30日現在）

主要投資対象は海外の株式｡MSCIコクサイ･インデックス(円換算ベース､配当込み､為替ヘッジなし)に連動する投資成果をめざし､
同指数への連動性を高めるため､有価証券先物取引等を活用する場合がある｡株式の組入比率は高位を保つ｡

主として｢外国株式ｲﾝﾃﾞｯｸｽﾏｻﾞｰﾌｧﾝﾄﾞ｣、｢新興国株式ｲﾝﾃﾞｯｸｽﾏｻﾞｰﾌｧﾝﾄﾞ｣および｢日本株式ｲﾝﾃﾞｯｸｽﾏｻﾞｰﾌｧﾝﾄﾞ｣への投資を
通じて、日本を含む先進国および新興国の株式等(DR(預託証書)を含む)に投資し、MSCI ｵｰﾙ･ｶﾝﾄﾘｰ･ﾜｰﾙﾄﾞ･ｲﾝﾃﾞｯｸｽ
(配当込み、円換算ﾍﾞｰｽ)に連動する投資成果をめざして運用を行う。原則、為替ﾍｯｼﾞは行わない。

主として、マザーファンドへの投資を通じて、国内外の金融商品取引所に上場されている株式に実質的に投資する。
ベンチマークは設けず30銘柄程度に厳選投資を行い、原則として短期的な売買は行わず長期保有することを基本とする。

主要投資対象は､国内､先進国および新興国の公社債および株式(DR(預託証券)を含む)｡
基本組入比率は地域別のGDP(国内総生産)総額の比率を参考に決定し､世界経済に占める各地域のGDPシェアの変化に応じて､
原則として年1回見直しを行う場合がある｡原則として､為替ヘッジは行わない｡

｢ｷｬﾋﾟﾀﾙ世界株式ﾏｻﾞｰﾌｧﾝﾄﾞ｣を通じて、世界各国の株式等を主な投資対象とする、ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸ籍円建外国投信｢ｷｬﾋﾟﾀﾙ･ｸﾞﾙｰﾌﾟ
･ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ･ﾆｭｰﾊﾟｰｽﾍﾟｸﾃｨﾌﾞ･ﾌｧﾝﾄﾞ(LUX)(ｸﾗｽC)｣、ならびに国内の公社債･金融商品を主な投資対象とする
｢日本短期債券ﾌｧﾝﾄﾞ(適格機関投資家限定)｣に投資する。ﾏｻﾞｰﾌｧﾝﾄﾞは前者の外国投信を高位に維持することを基本とする。

マザーファンドを通じて、主に国内および新興国を含む世界の上場株式(予定を含む)に投資する。投資アイデアの分析･評価や、
個別企業の競争優位性、成長力の評価に基づき選定した質の高いと考えられる企業(ハイクオリティ成長企業)の中から、市場価格が
理論価格より割安と判断される銘柄を厳選する。原則として、為替ヘッジは行わない。


